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2
0
1
1
年
度

常
磐
大
学
同
窓
会
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
書
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に
、
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
、
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

母
校
の
常
磐
大
学
に
お
い
て
は
、
幸
い

負
傷
者
は
で
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
教
室
棟

の
一
部
が
損
傷
を
受
け
た
た
め
、
構
内
の

安
全
点
検
に
よ
り
入
学
式
を
１
ヶ
月
遅
ら

せ
て
２
０
１
１
年
度
春
セ
メ
ス
タ
ー
を
迎

え
ま
し
た
。

　

大
震
災
か
ら
４
ヶ
月
以
上
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
ま
だ
余
震
が
続
き
、
原
発
事
故
の

影
響
な
ど
予
断
を
許
さ
な
い
毎
日
で
す
。

同
窓
会
会
報
「
と
き
わ
の
風
」
第
12
号
に

て
６
月
11
日
（
土
）
に
総
会
を
開
催
す
る

旨
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
が
、
去
る
５
月

14
日（
土
）に
開
催
し
た
幹
事
会
に
お
い
て
、

次
の
２
点
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

１
．
２
０
１
１
年
度
同
窓
会
総
会
お
よ
び
懇

談
会
を
次
の
こ
と
を
理
由
と
し
て
中
止
す
る
。

①
余
震
の
可
能
性
や
原
発
事
故
の
不
安
を

考
え
た
と
き
、
参
加
者
の
安
全
を
第
一
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

②
茨
城
県
を
含
め
被
災
地
が
広
範
囲
に
わ

た
り
、
同
窓
生
に
も
被
災
さ
れ
て
い
る
方

が
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
心
情
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

２
．
総
会
費
用
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
た

予
算
の
一
部
を
、
東
日
本
大
震
災
義
援
金

と
し
て
寄
付
す
る
。

　

ま
た
、
総
会
の
中
止
に
伴
い
、
幹
事
会

に
お
い
て
２
０
１
１
年
度
の
事
業
計
画
お

よ
び
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。
内
容
は
左

記
の
掲
載
資
料
（
事
業
報
告
、
決
算
書
、

事
業
計
画
、
予
算
書
）
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
く
れ
ぐ
れ

も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

2010 年度　常磐大学同窓会事業報告
１．２０１０年度常磐大学同窓会総会、懇談会の開催
　　○開催日：２０１０年６月１２日（土）
　　○場　所：常磐大学Ｈ棟大講堂
　　○出席者：５２名（教職員７名含む）
　　○主な議案等：
　　　【報告】２００９年度事業報告・決算報告、入会状況、役員の選任
　　　【議案】２０１０年度事業計画・予算案審議
　　　※総会終了後、懇談会をＴ棟学生ホールにて開催

２．幹事会の開催
　　○実施時期および主な議案等：
　　　５月　２００９年度事業報告、２００９年度決算について　等
　　１１月　２０１１年度総会について、学生支援事業報告　等
　　　２月　学生支援事業について（常磐大学同窓会課外活動奨励金制度について）
　　（３月　東日本大震災のため開催できず、２０１１年度に持ち越した）

３．学生支援事業
　　１）学園祭への援助金（２０１０年１０月）
　　２）同窓会長賞および同窓会長賞記念品授与（品名：電子辞書、２０１１年３月）
　　３）同窓会長奨励賞記念品授与（品名：高級ボールペン、２０１０年１０月／２０１１年３月）
　　４）常磐大学同窓会課外活動奨励金制度を創設（２０１１年度から適用）
　　※常磐大学同窓会課外活動奨励金制度は、同窓会長賞・同窓会長奨励賞に代えて創設し　　　
　た制度である。

４．会員への大学情報の発信
　　○内　容：会報「ときわの風」を発行し、会員へ送付
　　○時　期：第１１号（２０１０年７月２３日発行）、第１２号（２０１１年１月３１日発行）

５．常磐大学同窓会ホームページの維持および管理
　　○内　容：総会開催模様の掲載、異動情報受付　等
　　○時　期：随時更新

６．卒業生の個人情報管理
　　○管理情報：氏名、学籍番号、住所、電話番号、勤務先、ゼミナール、サークル　等
　　○時　　期：随時更新

７．その他
　　○支部設立　「国際学部ゼミナール委員会支部」（２０１１年３月）

2011 年度　常磐大学同窓会事業計画
　

月 事　業　内　容

４

５
幹事会（前年度決算報告、前年度事業報告、
　　　　当年度予算案承認、当年度事業計画案承認）

６

７
同窓会会報（第 13号）発送
卒業生状況調査

８

９

１０ 幹事会　学生支援事業（学園祭援助）

１１

１２

１

２ 同窓会会報（第 14号）発送

３ 幹事会（次年度予算案承認、次年度事業計画案承認）

　　　　その他の事業
　　　　　１）常磐大学同窓会課外活動奨励金制度（学生支援事業）
　　　　　　　※ 2010 年度臨時同窓会幹事会（2011 年 2月 26日開催）にて承認された事業
　　　　　２）東日本大震災被災者への義援金寄付
　　　　　３）卒業生の個人情報管理等
　　　　　４）常磐大学同窓会ホームページ維持・管理

2010 年度　常磐大学同窓会決算書
収入の部 （単位：円）
項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

会費収入 10,000,000 10,300,000  △ 300,000 新入会員 500名（新卒499名＋既卒1名）
事業収入 90,500 140,000  △ 49,500 総会等参加費（45名）、託児室利用料
雑収入 92,066 100,000  △ 7,934 預金利息等
積立金等運用収入 580,000 580,000 0 積立金の運用に伴う利金
小　　計 10,762,566 11,120,000  △ 357,434 

前年度
繰越金

現預金 64,829,150 64,829,150 0 
積立金等 49,876,300 49,876,300 0 GE ｷｬﾋ ﾀ゚ﾙｺｰﾎ ﾚ゚ｰｼｮﾝ社債

小　　計 114,705,450 114,705,450 0 
合　　計 125,468,016 125,825,450  △ 357,434 

支出の部 （単位：円）
項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

人件費支出 0 10,000  △ 10,000 
消耗品費支出 36,600 154,000  △ 117,400 印刷用紙、印刷機消耗品、総会関係等
交通費支出 16,000 85,000  △ 69,000 幹事会出席者（学外幹事）等　交通費
慶弔費支出 0 100,000  △ 100,000 
通信費支出 1,996,715 2,367,000  △ 370,285 総会案内、会報等　郵送料
印刷費支出 668,291 767,000  △ 98,709 総会案内、会報等　印刷費
会議費支出 123,799 223,000  △ 99,201 総会、幹事会等　会議費
渉外費支出 6,000 20,000  △ 14,000 会報原稿執筆謝礼
業務委託費支出 216,015 166,000 50,015 発送物袋詰作業等　委託費
雑費支出 4,620 10,000  △ 5,380 振込手数料
支援事業費支出 461,975 1,500,000  △ 1,038,025 学園祭援助、同窓会長賞賞状・記念品等
小　　計 3,530,015 5,402,000  △ 1,871,985 

次年度
繰越金

現預金 72,061,701 70,547,150 1,514,551 
積立金等 49,876,300 49,876,300 0 GE ｷｬﾋ ﾀ゚ﾙｺｰﾎ ﾚ゚ｰｼｮﾝ社債

小　　計 121,938,001 120,423,450 1,514,551 
合　　計 125,468,016 125,825,450  △ 357,434 

2011 年度　常磐大学同窓会予算書
収入の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　考

会費収入 9,620,000 10,300,000  △ 680,000 
2010 年度新入会員
（新卒 476名＋既卒 5
名× 20,000 円）

事業収入 0 140,000  △ 140,000 
雑収入 100,000 100,000 0 預金利息等
積立金等運用収入 580,000 580,000 0 

小　　計 10,300,000 11,120,000  △ 820,000 

前年度繰越金
現預金 72,061,701 64,829,150 7,232,551 

積立金等 49,876,300 49,876,300 0 GE キャピタルコーポレーション社債
小　　計 121,938,001 114,705,450 7,232,551 
合　　計 132,238,001 125,825,450 6,412,551 

支出の部 （単位：円）
項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　考

人件費支出 0 10,000  △ 10,000 
消耗品費支出 134,000 154,000  △ 20,000 印刷用紙、印刷機消耗品等
交通費支出 75,000 85,000  △ 10,000 幹事会出席幹事交通費等
慶弔費支出 100,000 100,000 0 慶弔関係
通信費支出 2,809,000 2,367,000 442,000 会報送付、卒業生状況調査等
印刷費支出 689,000 767,000  △ 78,000 会報、封筒印刷等
会議費支出 21,000 223,000  △ 202,000 幹事会等

渉外費支出 20,000 20,000 0 会報原稿執筆謝礼、取材先土産等
業務委託費支出 200,000 166,000 34,000 発送物袋詰作業等
雑費支出 10,000 10,000 0 振込手数料等

支援事業費支出 2,350,000 1,500,000 850,000 
学生支援事業 ( 新規 :
学生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ奨励金含
む )、支部支援等

寄附金支出 1,270,000 0 1,270,000 
東日本大震災義援金
( 茨城新聞文化福祉事
業団、大学）

小　　計 7,678,000 5,402,000 2,276,000 

次年度繰越金
現預金 64,560,001 70,547,150  △ 5,987,149 

積立金等 60,000,000 49,876,300 10,123,700 GE キャピタルコーポレーション社債ほか
小　　計 124,560,001 120,423,450 4,136,551 
合　　計 132,238,001 125,825,450 6,412,551 

　

常
磐
大
学
同
窓
会
で
は
、
同
窓
会
お
よ
び
同
窓
会
の
活
動
に
対
す
る
認
知

度
お
よ
び
理
解
度
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
常
磐
大
学
の
学
生
の
う
ち
、
学

業
成
績
優
秀
者
、
課
外
活
動
に
お
け
る
顕
著
な
成
績
を
収
め
た
者
、
社
会
活

動
で
優
れ
た
評
価
を
受
け
た
者
等
に
対
し
て
同
窓
会
長
賞
を
授
与
し
、
表
彰

お
よ
び
記
念
品
の
贈
呈
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
更
に
発
展
さ
せ
、
現
在
の
学
生
の
動
向
に
あ
っ
た
学
生
支
援
を
行

う
べ
く
、
常
磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が

２
０
１
１
年
2
月
26
日
の
臨
時
幹
事
会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
制

度
の
構
築
に
よ
り
、
同
窓
会
長
賞
の
目
的
は
、
よ
り
発
展
的
な
形
で
達
成
さ

れ
る
と
考
え
、
２
０
１
０
年
度
を
も
っ
て
同
窓
会
長
賞
は
廃
止
し
ま
す
。

【
常
磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制
度　

概
要
】

１
．
目
的

　

常
磐
大
学
の
発
展
お
よ
び
社
会
貢
献
に
寄
与
で
き
る
ま
た
は
そ
れ
が
期
待

で
き
る
学
生
の
課
外
活
動
に
対
し
て
、
課
外
活
動
奨
励
金
を
給
付
す
る
こ
と

に
よ
り
同
窓
会
お
よ
び
同
窓
会
の
活
動
に
対
す
る
認
知
度
お
よ
び
理
解
度
の

向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
．
奨
励
金
の
種
類

　

奨
励
金
は
、
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
金
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

奨
励
金
の
2
種
類
と
す
る
。

　

①
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
金

　

 　

学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
金
は
、
常
磐
大
学
教
職
員
の
推
薦
を
受
け
、

次
の
１
か
ら
３
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
４
お
よ
び
５
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

１　

独
創
性
溢
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
で
あ
る
こ
と
。

　
　

２　

活
動
の
結
果
が
地
域
社
会
に
還
元
さ
れ
、
社
会
貢
献
に
寄
与
す
る

　
　
　
　

ま
た
は
そ
れ
が
期
待
で
き
る
活
動
で
あ
る
こ
と
。

　
　

３　

奨
励
金
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
定
の
成
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
。

　
　

４　

自
ら
発
案
し
、
実
行
で
き
る
自
主
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
。

　
　

５　

定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
活
動
が
完
結
し
、成
果
の
報
告
が
で
き
る
こ
と
。

　

②
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
奨
励
金

　

 　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
奨
励
金
は
、
常
磐
大
学
教
職
員
の
推
薦
を
受
け
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨

励
金
を
給
付
さ
れ
た
も
の
は
除
く
。

　
　

１　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
、
全
国
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
大
会
に

　
　
　
　

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
学
生
ま
た
は
団
体

　
　

２　

文
化
、
芸
術
ま
た
は
学
術
活
動
に
お
い
て
、
全
国
ま
た
は
そ
れ
に

　
　
　
　

準
ず
る
大
会
、
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

　
　
　
　

学
生
ま
た
は
団
体

　
　

３　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
社
会
活
動
等
に
お
い
て
、
一
定
の
評
価
を
得

　
　
　
　

た
学
生
ま
た
は
団
体

３
．
資
格

　

常
磐
大
学
の
学
生
ま
た
は
常
磐
大
学
の
学
生
を
主
な
構
成
員
と
す
る
団
体

４
．
奨
励
金
額
の
上
限
お
よ
び
給
付
件
数

　

①
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
金

　
　

１
件
当
た
り
20
万
円
を
上
限
と
し
、
当
該
年
度
５
件
以
内
と
す
る
。

　

②
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
奨
励
金

　
　

１
件
当
た
り
20
万
円
を
上
限
と
し
、
当
該
年
度
５
件
以
内
と
す
る
。

５
．
申
請

　

奨
励
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
学
生
ま
た
は
団
体
は
、
常
磐
大
学
の
所
定
窓

口
に
定
め
ら
れ
た
書
類
を
提
出
す
る
。

６
．
選
考
お
よ
び
給
付
額

　

選
考
お
よ
び
給
付
額
は
、
常
磐
大
学
が
指
定
す
る
委
員
会
の
議
を
経
て
、

同
窓
会
会
長
が
決
定
す
る
。

７
．
結
果
報
告

　

同
窓
会
お
よ
び
常
磐
大
学
に
活
動
結
果
報
告
書
を
提
出
し
、
活
動
内
容
お

よ
び
そ
の
成
果
に
つ
い
て
、
報
告
会
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

常
磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制
度
の
創
設

常
磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制
度
の
創
設



（2）☆情報満載の同窓会ホームページも是非ご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/̃dosokai/

　

常
磐
の
学
生
は
、
今
、
と
て
も
元
気

で
す
。

　

こ
こ
ま
で
書
い
た
と
き
、
嬉
し
い
知

ら
せ
を
受
け
ま
し
た
。
６
月
27
日
に
東

京
の
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
、

全
国
12
大
学
の
代
表
に
よ
る
書
評
合

戦
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
大
学
生
大
会
」

で
、
本
学
２
年
生
の
坂
本
和
信
君
が
紹

介
し
た
本
が
、
こ
の
日
の
一
番
読
み
た

く
な
っ
た
「
チ
ャ
ン
プ
本
」
に
選
ば
れ

た
と
い
う
も
の
で
し
た
。「
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
」
は
、
優
れ
た
読
解
力
に
裏
打

ち
さ
れ
た
十
分
な
内
容
の
読
込
み
と
、

要
点
を
ま
と
め
て
そ
れ
を
短
時
間
で
発

表
す
る
能
力
が
試
さ
れ
る
知
的
レ
ベ
ル

の
高
い
競
技
で
す
。
そ
こ
で
本
学
の
学

生
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
た
こ
と

は
、
な
に
よ
り
喜
ば
し
い
こ
と
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
本
学
の
学
生
有
志
が
実
力
で

日
本
財
団
か
ら
１
０
０
万
円
も
の
活
動

資
金
を
獲
得
し
、
東
日
本
大
震
災
被
災

者
の
た
め
の
支
援
活
動
が
本
格
的
に
開

始
さ
れ
ま
し
た
。「
常
磐
大
学
東
日
本

復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上

げ
ら
れ
、
石
巻
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊
が
６
月
17
日
か
ら
19
日
に
汚
泥
掻
き

出
し
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
は
第
１
回
目
で
、
今
後
も
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
続
き
ま
す
。
現
地
で
は
、

常
磐
大
学
の
名
前
を
入
れ
た
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
羽
織
っ
た
本
学
の
学
生
が
、
他

の
団
体
よ
り
も
礼
儀
正
し
く
振
る
舞
っ

て
い
た
と
い
う
情
報
も
あ
り
、
学
生
主

体
の
こ
の
よ
う
な
活
動
を
目
に
し
て
、

実
に
頼
も
し
い
「
今
ど
き
の
若
者
」
を

感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
、
本
学
の
学
生
の
最

近
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
「
同
窓
会
」
は
卒
業
生
が
世
代
を
越

え
て
集
い
、
交
流
を
通
じ
て
叡
智
を
生

み
出
す
場
と
い
え
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
場
が
輝
き
続
け
る
の
は
、
現
在
、
母

校
で
学
ん
で
い
る
学
生
た
ち
の
こ
の
よ

う
な
活
躍
が
あ
っ
て
こ
そ
で
し
ょ
う
。

そ
の
学
生
た
ち
を
、
社
会
に
あ
る
者
の

立
場
か
ら
、
温
か
い
、
と
き
に
は
厳
し

い
眼
差
し
で
見
守
り
な
が
ら
、
必
要
な

時
に
手
を
差
し
伸
べ
る
の
が
卒
業
生
た

ち
で
、「
同
窓
会
」
と
学
生
は
、
母
校

を
輝
か
せ
続
け
る
両
輪
な
の
で
す
。

　

母
校
を
懐
か
し
む
だ
け
で
は
な
く
、

行
事
な
ど
へ
の
参
加
を
通
じ
、
今
あ
る

母
校
と
積
極
的
な
関
わ
り
を
も
っ
て
、

こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
同
窓

会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
私
は
願
っ
て

い
ま
す
。
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
。
常
磐
大
学
の
あ

る
水
戸
市
は
、
震
度
６
強
の
揺
れ
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
常
磐
大
学
は
春
休
み
期

同
窓
会
支
部
設
立
（
国
際
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
）
に
つ
い
て

　

２
０
１
１
年
５
月
14
日
同
窓
会
幹
事
会
に
お
い
て
、

国
際
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
「
国

際
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
支
部
」
の
設
立
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。（
設
立
時
構
成
員
32
名
）。

　

２
０
１
０
年
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の
会
」
支

部
に
続
き
第
二
号
の
設
立
と
な
り
ま
す
。
国
際
学
部
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
支
部
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る

ほ
か
、
母
校
の
国
際
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
の
学
生

を
後
援
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
と
し
て
は
、
こ
の
支
部
の
活
動
が
同
窓
生
だ
け

で
は
な
く
、
在
学
中
の
学
生
へ
の
同
窓
会
活
動
の
顕
在

化
に
繋
が
り
、
同
窓
会
自
体
の
活
発
化
に
繋
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

間
中
に
あ
た
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
い
た
学

生
数
は
通
常
よ
り
は
少
数
で
し
た
が
、
そ
れ

で
も
数
十
名
の
学
生
が
い
ま
し
た
。
教
職
員

の
誘
導
に
よ
っ
て
、
屋
外
に
避
難
し
、
自
力

で
帰
宅
で
き
る
も
の
か
ら
順
次
帰
宅
し
ま
し

た
が
、
電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

が
不
通
に
な
り
、
停
電
と
断
水
の
中
、
帰
宅

で
き
ず
に
大
学
内
に
教
職
員
と
共
に
宿
泊
し

た
学
生
も
数
名
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
安
否

確
認
で
、
在
籍
し
て
い
る
学
生
・
教
職
員
全

員
の
無
事
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
親
族
、
家
屋
が
被
災
し
た
学
生
は
少

な
く
な
く
、
常
磐
大
学
で
は
授
業
料
減
免
な

ど
の
特
別
措
置
を
講
じ
、
家
計
急
変
学
生
へ

の
義
援
金
募
集
も
開
始
し
ま
し
た
。

　

学
事
日
程
の
変
更
も
余
儀
な
く
さ
れ
、
３

月
20
日
に
予
定
し
て
い
た
卒
業
式
は
、
安

全
確
保
の
観
点
か
ら
実
施
を
見
合
わ
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
入
学
式
は
当
初
予
定
よ
り
３
週

間
遅
れ
の
４
月
25
日
に
挙
行
し
、
授
業
開
始

は
、
５
月
２
日
ま
で
ず
れ
込
み
ま
し
た
。

　

校
舎
等
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
緊
急
度
が

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
常
磐
大
学
の
被
災
状
況
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
常
磐
大
学
の
被
災
状
況
に
つ
い
て

高
い
箇
所
の
補
修
作
業
は
授
業
開
始
ま
で
に

大
部
分
を
終
え
ま
し
た
が
、
現
在
も
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
箇
所
が
残
っ
て
い
ま
す
。

常磐大学の入学式は、例年体育館を会場としていましたが、L
棟学生食堂に変更して挙行されました。

A棟：常磐短期大学開学時から
のシンボルであったA棟の時
計塔は、ひび割れ等の被害が大
きいことから撤去されました。

D棟：各所の柱や梁にひび割れや損傷が数多く発
生しました。現在復旧方法を検討中です。

情報メディアセンター：書架から約31万冊の蔵書のほぼすべ
てが飛び出し、復旧には約1カ月を要しました。

常
磐
大
学
同
窓
会
館
利
用
の
ご
案
内

　

「
常
磐
大
学
同
窓
会
館
」
は
、
各
種
同
窓
会
の
ほ
か

卒
業
生
の
諸
活
動
に
、
無
料
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
一
般
の
方
は
有
料
）。

■
利
用
施
設
（
収
容
人
数
）

　

楓
ホ
ー
ル
（
１
０
０
名
）・
会
議
場
（
50
名
）

　

応
接
室
（
10
名
）・
駐
車
場
（
30
台
程
度
）

■
利
用
時
間

　

月
〜
土
曜
９
：
０
０
〜
２
１
：
０
０

　
　

（
休
館
：
日
曜
及
び
祝
日
）

■
お
申
込
み

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
下
さ
い
。

　

http://w
w
w
.tokiw

a.ac.jp/aac/

　

常
磐
大
学
卒
業
生
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９

－

２
３
１

－

８
１
６
２

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
被
災
さ
れ
た

方
々
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
磐
大
学
に
お
い
て
も
記
事
の
と
お
り
、
建
物
等
に

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
震
災
当
日
は
春
休
み
中
だ
っ
た

た
め
、
在
学
生
を
は
じ
め
教
職
員
に
安
否
確
認
を
し
た

と
こ
ろ
全
員
と
連
絡
が
取
れ
た
の
で
、
安
堵
し
ま
し
た
。

　

当
同
窓
会
で
は
、
５
月
14
日
の
幹
事
会
に
お
い
て
今

回
の
震
災
へ
の
支
援
を
決
定
し
、
東
日
本
義
援
金
と
し
て

寄
付
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
被
災
地
の
復
興
に
、
微

力
な
が
ら
も
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

終
息
の
み
え
な
い
原
発
事
故
の
影
響
や
、
回
数
は
減

り
ま
し
た
が
余
震
が
あ
る
た
び
に
心
配
に
な
り
ま
す
が
、

一
日
も
早
い
生
活
の
被
災
地
の
人
々
の
再
建
を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

（
Ｍ
）

　

＊ 

編
集
後
記 

＊

２
０
１
１
年
４
月
、
森
征
一
新
学
長

が
就
任
し
ま
し
た
の
で
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
５
月
14
日
同
窓
会
幹
事
会
に
お

い
て
、
今
年
度
の
同
窓
会
総
会
の
開
催
見
合
わ

せ
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者

へ
の
義
援
金
に
つ
い
て
、
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
、
在
学
中
の
被
災
学
生
の
特
別
措

置
（
授
業
料
と
施
設
設
備
費
の
減
免
）
に
対
す

る
義
援
金
と
し
て
、
１
０
０
万
円
を
寄
付
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
一
般
の
被
災
者
に
対
す
る

義
援
金
を
連
合
同
窓
会
（
大
学
院
、
大

学
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
の
連
名
）

と
し
て
、
５
月
19
日
に
茨
城
新
聞
文
化

福
祉
事
業
団
を
通
じ
て
６
０
万
円
寄
付

し
ま
し
た
（
う
ち
27
万
円
が
本
同
窓
会

拠
出
額
で
す
。
２
０
１
１
年
５
月
25
日

茨
城
新
聞
朝
刊
19
面
に
お
い
て
紹
介
さ

れ
ま
し
た
（
以
下
写
真
））。

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
に
つ
い
て

ご
結
婚
さ
れ
た
方

菊
池 

哲
さ
ん

人
間
科
学
部
17
期

松
本 

美
佳
さ
ん
（
旧
姓
富
田
）

人
間
科
学
部
18
期

松
永 

由
香
さ
ん
（
旧
姓
江
橋
）

人
間
科
学
部
21
期

苅
草 

真
希
子
さ
ん
（
旧
姓
井
坂
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
1
期

松
永 

旭
洋
さ
ん

人
間
科
学
部
21
期

２
０
１
０
年
度
同
窓
会
長
賞
受
賞
者
に
つ
い
て

　

学
部
学
業
成
績
最
優
秀
者

　
　

人
間
科
学
部　心

理
教
育
学
科　

細
谷
祥
子
さ
ん

　
　

国
際
学
部　
　
国
際
関
係
学
科　

佐
伯
友
里
恵
さ
ん

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部

　
　
　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
学
科　

大
和
田
裕
香
さ
ん

財
団
法
人
全
日
本
弓
道
連
盟
に
よ
る
昇
段
審
査　

５
段
認
許

　
　

人
間
科
学
部現

代
社
会
学
科　

宮
内
大
和
さ
ん


